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俸
等
タ
斬
ら

去
象
曾
て
亀
ご
重
み
他
者
ふ
て
作
ｊ
逗
匂
６
灰
ぞ
ｚ
あ
つ
き

い
ふ
〃
今
Ａ
ノ
ゼ

苓
零
一
彦
豊

弧
ｖ
宅
為
Ｉ
ｊ
Ｕ
‐
§
刃
ア
リ

定
彰
尿
易
乍
貴
／
、

ろ
４
１
り
一
勺
縁
７
ケ
え
て
忠
ｊ
ｕ
恥
査
あ
６
左
了
奏
″
ｔ
崎
や
§

ｂ

Ｌ
§
少
云

デ
墓
ぐ
う
樅
４
〃
４
＃
り
い
彪
誓
や
人
先
群

浄’

あ
り
薮

鷲
１
１
頃
を
あ
り
少
葱
代
発
き

さ
－
Ｉ
い
め
ぬ
‐
ツ
ー
ゾ

！
三
Ｌ
Ｉ
評
叩
詳
な
§
ん
～
１
丁
ｈ

人
う
句
入
象
い
う
～
作
１
℃
先
師
曰

ｉ
と
雌
雄
勺
を
〃
ぐ
り
人
も
く
ノ
付
く
内
～
６
７

Ｊ

》

’
＋
や
Ｊ
１
Ｉ
ぞ
４
Ｊ
鍋
ｖ
も
〃
賄
式
？
、
ｄ
ノ
や
今
４
Ｉ
く
う
／
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
、
い
ん
い
ん
の
Ｉ
Ｉ
Ｊ

産
狩
り
芯
え
３
致
沁
４
１
を
遥
決
弓
Ｊ
ｔ

画
歩
稔
／
船
の
，
一

露
溌
心
を
十
ヲ
や
上
う
ろ
吸
甑

爪
７
１
ふ
険
紗
内
於

。

増
冬
メ
え
ノ
ー
ふ
勇
地
苫
塗
》
八
入
之
‐

I 沖
雛
も
偽
作
Ｙ
そ

の
ノ
ム
叩
ノ
心
Ｌ
ｔ
五
（

ウ
強
共
角

臼
島
う
”
？
〃
八
心
．
‐
み
，

戯
鋤
ヅ
ソ
：
４
ｊ
ｚ
１
．

周
雪
吟
い
？
炎

ろ
‐
が
ん
剛
て
ジ
ム
靴
“

（
よ
』
ｌ
‐
ぜ
ん 升

怠
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Ｉ
ノ
、
徽
誹
毒
迭
な
６
１
６
Ｊ
毒
外
日
中
紗
先
の
旬
決
め
？
，
１
ｔ

一 寺
命
逗
昏
ｈ
〃
４
小
沁
宏
豹
李
の
１
１
吋
＄
７
至
り
？
け
『
て
ｒ
う
あ
４
１
～

様
黍
柊
の
簿
雌
ｆ
も
一
句
入
象
乏
や
Ｉ
蛍
琴
り
ん
狐
甲
為
な
冬

里
と
婆
ノ
約
背
珍
航
ｌ
今
多
時
八
手
心
口
ろ
も
い
；
ん
み
た
小
姥
き
く

態
う
雲
島
’
の
妬
ｉ
て
い
身
貴
〆
麦
承
琴
１
１
つ
予
人
‐
と
論
ｌ
侭
か

他
ざ
恥
や
去
来
日
明
月
熟
山
痔
ぞ
今
寺
Ｉ
惨
き
岩
瑠
・
か

じ

一
人
の
駿
客
を
私
付
↓
術
Ｉ
ｆ
Ｉ
美
師
倒
造
る
も
母
ｊ
周
藤

っ
も
も
γ
八
ル
ラ
わ
Ｉ
悌
尤
掘
叩
臼

書
恥
り
〃
§
参
人
手
ら

過
句
と
ノ
も
〃
？
仏
参
零
入
付
郁
診
卜
§
ｔ
〃
腰
先
師
叩
臼
、
あ
庵
を
小
脇
野
少
ｙ
ｋ
～

先
師
／
身
の
集
吻
～
各
暫
飼
γ
‐
一
足
〕

籍
？

害
Ｉ
弓
吟
鳥
・
鑓
謬
や
’
ん
弓
乏
い
＆
厚
く
〆
爪
凧
，
，
１
Ｊ
〃

、
ヲ
シ
ｔ
心
理
化
式
ｊ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ノ
く
１
４
シ
イ
タ
北
一
日
岫
哨
ヤ
ー
Ｊ
４
ｂ
函

ー

、
《

t
■

長
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ

緬
堂 を

港
め
な
蝋
を
ュ
湧
く
諺
嵯
泳
４
審

脇
士
の
錨
が

参
塗
り
や
ァ
？
ろ
も

ハ
成
句
を
周
の
稼
肖
４
入
Ｉ

．

ハ
小
泌
充
制
金
弐
Ｉ
Ｉ
ｊ
令
・
い
…

』

様
歩
７
巻
拘
り
Ａ
り
韮
溌
此
句
γ
い
う

趣
向
易

碑
五
匁
ｑ
ノ
一
個
く
ｌ
ｈ
切
凹
側
／
、
‐
ノ
ｒ
４
１
－

卜
ｐ
ｌ
Ｉ
ｌ
９
１
１
‐
ど

１
１

ア

ダ

喝
ろ
塔
去
耒

ｒ

曲
げ
二
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｆ
Ｆ
０
．
１
０
ノ
ー
’
１
．

１
１

』

⑯

グ

ア
〃
』
１７
ｊ

ｌ

ｊ

I、.

，
ｄ
似
圃
ｒ
盈
町
必
唖
梱
殖

Ｉ
』

Ｉ
か
も
い

q

h
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ｌ

ｌ
１
ｌ
ｌ

産
０

鈎
台
ｙ
和
乱
脇
心
か
り
ノ
、
劣
少
鵬
叩

先
師
細
伎
の
、
渦
床
弘
人
Ｉ
に
夜
伽
の
句
蓑
Ｉ
め
て
日
令
１
６

日
京
を
ざ
ら
～
，
久
山
重
い
～
総
み
』
ん
や
＃
戯
哨
４
完
學
晶
伶
～

１

千
〃
象
や
雪
プ
リ
含
ノ
ー
お
次
乃
約
允
沁

二入、

句集

;＃
ぞて
布

；捗

毫 先
令姉

i;
へ笈

〃、

句

吹
鐙
鄙
梅
め
ハ
リ
ノ
几
犯
ゐ
！

，

疎
吻
４
代
、
の
人
玄
偽
～
え
凝
り
寺
く
い
今
刈
剛
４
冠
識
翼
Ｉ

龍
４
＃
必
佑
７
＃
と

鰯
宝
４
１
１
と
ホ
ク
偽
７
や
＃
名
こ
畑
Ｊ
に
寺
を
イ
ー
う
り
も
ｊ
心
↓

秘
侭
ノ
ｒ
１
斗
も
ま
り
ｋ
リ
必
伶
７
ｈ
㈹
ル
ー

－
１

〈
酌

1り
こ
■
■
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
■
０
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
二
■
巳
■
■
８
０
０
，

の
鮴
７
卜
７
歩
も

1

捲
ろ
感
う
ん
り
ぅ
今
や
栂

可

’

趾
丸
丸
叩
３
迄
〃
１
７
：
１
１
１
～
↓
ｆ
い
う
４
ｋ
↓
伽
伽
物
Ｊ
Ｉ
Ａ

雫
ｒ
４
３
ｊ
ｌ
め

Ｊ

珍
奇
て
暇
り
さ
‐
夙
逢
戯
麦
丸

紗
あ
～
足
永
診
が

瀧
や
爵
４
促
織
も
心

虫
小
Ⅷ
吹
八
。
又
、
匡
晶
よ
く
⑨
、
上
八
低

去

尚
ウ
ー
必
ム
ヅ
雌
ヤ
ー
上
へ
叫
川
〃
＃
や
ｆ
り
ぐ

い
寺
勾
ノ
ノ
、
賜
り
、
影
７
股
γ
典
リ
マ
恩

火
ｗ
Ａ
ｄ
△
談
壬
‐
小

'I
P

l ノ
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戸
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１
１

１P

〆
、

■L

腕
句
尭
隣
擢
の
沙
み
の
塔
陥
仙
竺
＋
１
亀
券
↑
歩
く
と
称
ハ
尖
艮
岬
々
人
ゐ
ぎ
の

』士
偽
洗
う
今
り
甫
今
ら
手
，
ｔ
曙
も
雷
涼
み
省

■
ｒ
・

丸
証
叡
零
１
忽
ｉ
み
て
謹
句
肖
塁
狗
〆
浄
惨
；
；
て
嘩
仇

イ
ー
籍
先
師
ふ
い
句
ぞ
諾
ふ
え
師
忌
弦
句
ハ
満
の
諺
ご
み
ぬ
ノ
く

■
■
■
ワ

■
凸
■

＋
う
ん
ｉ
砂
い
ぼ
Ｊ
う
４
１
ｔ
像
”
ふ
あ
１
Ｊ
陥
り
！
’
排
ｌ
リ
支
典
府
”
ｊ
ソ
ー
ノ
に
４
；
て

ぃ
↓
３
偵
桂
大
寺
の
歌
の
同
驫
；
て
ヅ
ノ
く
、
＃
柄
な
き
Ｉ
人
腐

彦み
…
；
今
毛
な
Ｉ
く
ｉ
ｊ
７
息
も
～
↑
ｔ
ｖ
ｆ
跡
ゞ
蓼
シ
う
れ

一
勺
お
も
』
ｊ
ち
ぢ
渉
心
く
噌

先
師
罐
上
う
て
汚
脇
７
寸
夢
於
琴
風
２
塁
ふ

侵
煮
の
～
ず
＃
入
試
Ｖ
：
そ
か
け
翁
１
帖
Ｉ
令
多
汽
榔
諾
〃
劇
由
功

～
（
４
参
？
風
ｙ
姿
ｆ
八
＃
軌
久
を
紬
号
人
令
棄
診
の
約
蜜
ざ
ｊ
Ｔ
Ｉ

雄
心
を

山
乳
ら
；
皇
ら
お
ゐ
；
瓜
里
；
義
の
多
凡

１
月
爵
泥
壱
壱
人
も
み
４
糸
れ
こ
丁
乏
側
な
ｔ
乏
奔
そ
ら
よ
后

圭

Ｉ
Ｉ
Ｌ
心

篝
雌
溌
格
爪
酎
‐
１
１

典

下
、剛

Ⅶ
４

や
吋
蛍
ア
ノ
、
需
勺
１
１
を
ノ
ド
伸
／
心
ｆ
先
師
号
、
沙
を
じ

…
意

フ
ノ
ｉ
ゆ
け
ソ
ァ
ィ
ァ
や

い
卜
１
念
今
～
の
十
弗
う
み

§
曇
ら
～
の
十
ち
み
贋
↑
；
駁
溶

、

才
や
先
師
日
ソ
仏
揺
々
く
編
２
り
艇

"~Z

α
ム
ッ
小
上
肌
岬
風
か
９
３
げ
つ
１
２
１
吟
’
し
、

い
↓
１
４
ぐ
Ｉ
ム
ｒ
；
帆

お
Ｉ
１
ｆ
や
～
ん

陸
狩
略
の
べ
の
り
こ

ロ

１
１
ト
ー

戯
句
為
５
い
ク
に
場
４

１
１
１

４
３
余
識

や
吟
１
９
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"

，
１
Ｉ
７
ｒ

ｊ
１

■

備
歎
と
一
敬
毒

側
幟
含
ぉ
な
６
謎
か
剛
～
？
ろ
１
１
洞
↓
Ⅷ

…

缶
切
ｒ

Ｌ
Ｌ

唾
晶」

繍
陥
杵
震
う
乳
を
菅
み
や
わ
？
ｆ
７
〃
今
狩
り
淵
，
‐
列
切
１
‐
！
ｊ

Ｉ
参

今
ｆ
ｌ
１
く
た
庵

ろ
き

寵
〈
参
入
も
叶
ｌ
勘
。
．
～

ノ
ム
ハ
ト
珈
臓
、
４
』
や
恥
璽
価
岬
背
弔
ヲ
ｔ
／
崎
ノ
ル
川
伽
小
Ｊ
／
Ｐ
１

《
も
ユ
ム
湖
〉
跨
り
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
－
〃
激
／
灘
つ
い
堀
岬
‐
の
嶬
幡
切
刑
の
．
挫
彬
ノ
ハ
リ
ノ
ノ
ｆ
タ
も

鬼 童
７
１
牙
掻
；
〃
い
慨
叩
の
必
崎
ろ
う

あ
Ｉ
移
久
句
背
篭
／
ｖ
，

お
わ
る
そ
う
身
齢
故
蚕
ろ
；
奇
、
γ
げ
ん

ｔ

一

子
弓
３
参
堂
り
噺
う
嬢
…
；
”
う
今
り
ろ
～
め
て
尭
含
＆
夢
術

↓
野
了
芳
漁
↑
ｉ
壹
圭
ｌ
Ｌ
Ｙ
条
僻
１

＆
獄
こ
野
刈
キ
ュ
患
補
ら
捲
包
去
矛

善
町
誤
利
辱
時
の
寺
と
先
師
臼
威
勺
違
ｌ
劣
り
４
＄
も

も

あ
Ｉ
／
久
翔
ゑ
う
て
た
イ
ッ
仏
弐
４
デ
ー
う
Ｉ
や
烏
奇
６
ゑ
ま
臼

い
う
補
必
３
奇
丁
ｊ
て
ふ
穴
圭
子
ぞ
句
よ
ゑ
少
あ
や
億
６
４
３
龍
あ
６

当
ｊ
れ
ｉ
ｉ
Ｈ
う
§
イ
令
訣
鱗
Ｉ
琴
仮
手
今
を
才
劣
狗
修
八
１
１

句
よ
抄
あ
～
ソ
れ
す
‐
；
え
苞
い
と
り
盗
塁
ご
童
到
句
邪
到
也

統
ｌ
脳
や
箇
代
水
乃
電
ｉ
例
？
支
邦

１「
碑
し
ふ
じ
．
。
、
．
‐
〆

擦
峰
姦
の
溌
愈
手
謡
Ｉ
唾
う
ｊ
か
し
孟
秀
入
圭
ら
先
師
日
華
島
６

／

涼
Ｉ
菱、

私
心
く

欠

皇
さ
！
～
亀
・
た

、
９
Ｆ
で
眼
小

女
薑

〃

一
言
の
入
集
夢
発
臥
で
猟
勺
吟
Ｉ
携
岬

の
旬
Ｊ
ふ
他
１
，
．
，
．
県
‐
ｒ
で
入
り
ｊｊｒ
ノ
ハ
リ

グ

画
一
の
毒
Ｐ
ｍ
Ｗ
Ｉ
Ｉ
刀
〃
ｒ

３
〃
、
″
０
４
〃
４

Ｊ

4

1
1
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I
口

ｚ
Ｉ
め
刀
勧
議
の
宏
危
ろ
入
ふ
う
Ｉ
去
鼈
ゑ
ぅ
里
句
琴
６

ｐ
可

１

九
曇
沁
日
切
交
泌
急
白
田
；
獄
白
田
↓
７
１
恥
ｉ
ワ
ハ
う
み
・
ネ
ｖ
髪
、
秘
１

１

一

賦
央
常
・
蕨
４
Ａ
信
久
是
身
ｒ
も
大
笑
Ｉ
仏
の
う
り

詩
ず
わ
雌
渉
の
蒋
塊
畷
勺
批
ば
や
Ｉ
私
脱
げ
る
に
先
諦
日

李
駈
フ
勿
八

き
ら
う
ｌ
や
＃
惨
＄
を
惨
く
完
句
ふ
薮
嘩
Ｔ
ｊ
や
；
た
ｒ
ｊ
ろ
ら

’

Ｄ
ｐ

ｌ
ｊ
秘
刎
吟
叫
も
人
椚
’
Ⅷ

了
も
み
３
１
～
ｉ
す

、

卦
～
毎
歩
も
み
毛
重
量
餅
６

変去
永
白
浅
鰯
奄
私
心
ろ
虫
荊
州
の
姥
方
Ｚ
ｖ
▲
崎
↓
函
少
ぞ
吟
必
坪
働
戸
川
‐
わ

Ｉ

ふ
鈴
と
ｙ
他
乃
グ
ク
ヌ
ゥ
ム
″
”
ｆ
き
た
く
涜
即
刊
‐
１
１丁
１
Ｊ
周
Ｉ
ｇ
‐
，
恥
行
”
７
〃
９
．

１

雫
令
心
；
必
〃
ぬ
雅
論
４
‐
Ｉ
う
め
１
１
首
剛
逐
ノ
リ
し
、
恩
ｗ
Ｉ
Ｉ
‐

屯ヲ

Ｊ

と
／
い
》
４
７
～
し
み
ち
く
つ
１
１
１
１
や
ト
ム
ノ
ハ
ー
‐
ｄ
し
勺
必
し
り
く
ノ
リ
す
』
く
ぇ
‐
１
１

Ｆ

直
り

Ｉ
ｊ
ａ

Ｆ
ｒ
１
４

I
－
１

ノ

；
ｌ
く
易
姥
伶
き
ざ
ｉ
や
予
滅
富
先
師
亀
篭
予
Ｊ
星
参
参
の
み
診
聯

』
I

洋
一
、
〃
０
１
Ⅳ
■
■鮪ｆ

塔
鋤
／
‐
一
？
馳
了
Ｌ
且
ノ
Ｊ
心
細
“
恐
い
ｔ
今
、
Ｉ
必
川
、
蔀
’
も
唖
毎
種
１
１

ふ
６
４
ノ
ー
～

１

１ 域
令
多
く

タ
イ
Ｉ
Ｙ
矢
、
か
み
乳
泥
こ
’
て

ヌ
ウ
粕
の
ｉ
翼
九
，
匂
う
１
１
や
ふ
い
ろ
み
作
去
象
小

い
割
ず
う
ぐ
の
１
１
特
岬
の
ｌ
多
小
の
ゑ
帆
、
門
ｊ
帆
‐
笈
主
，

桃
’

登
左
＃
い
う
に
他
司
〈

■
Ｂ

》、

青
座
乱
患
っ
↑
”
葺
く
如
議
郎
異
棚
斡
必
異

■

Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ

」

ｊ
』

‘執
』 参

圭
永

職
句
辨

念
）、

､
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１
１

一
ワ
●
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一

L

す
ず
う
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